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は
じ
め
に

　

元
弘
三
（
一
三
三
三
）
年
五
月
に
実
行
さ
れ
た
新
田
義
貞
の
鎌
倉
攻
め
は
、
鎌
倉
幕
府
の
存

亡
に
と
っ
て
重
要
な
天
下
分
け
目
の
天
王
山
で
あ
っ
た
。
こ
の
鎌
倉
攻
防
戦
の
展
開
は
、
一
般

的
に
『
太
平
記
』
の
記
述
を
も
と
に
理
解
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
実
際
、
義
貞
の
ふ
る
郷
に

あ
た
る
地
元
群
馬
県
の
地
方
自
治
体
編
纂
の
『
群
馬
県
史
』〈
通
史
編
・
資
料
編
〉
や
『
太
田

市
史
』〈
通
史
編
・
史
料
編
〉、『
新
田
町
誌
』〈
第
四
巻
特
集
編
新
田
荘
と
新
田
氏
〉、『
尾
島
町

誌
』
は
『
太
平
記
』
の
記
述
を
史
料
と
し
て
論
文
内
で
引
用
し
、
史
料
編
に
も
史
料
と
し
て
掲

載
し
て
い
る
。

　
『
太
平
記
』
に
よ
れ
ば
、
元
弘
三
年
五
月
一
八
日
か
ら
始
ま
る
と
さ
れ
る
鎌
倉
攻
め
の
陣
立

て
で
は
、
新
田
義
貞
が
軍
団
を
三
手
に
分
け
て
鎌
倉
幕
府
の
得
宗
北
条
高
時
に
挑
む
こ
と
に
な

っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
新
田
義
貞
は
実
弟
の
脇
屋
義
助
を
従
え
て
化
粧
坂
切
通
に
向
か
い
、

堀
口
美
濃
守
貞
満
・
大
嶋
讃
岐
守
義
政
を
小
袋
坂
切
通
へ
、
大
館
宗
氏
と
子
息
の
幸
氏
・
氏
明
・

氏
兼
、
江
田
行
義
を
極
楽
寺
坂
切
通
へ
遣
わ
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る一

。

　

こ
う
し
た
軍
団
編
成
の
中
で
私
が
特
に
注
目
し
た
の
は
、
極
楽
寺
坂
切
通
へ
遣
わ
さ
れ
た
大

館
・
江
田
の
両
氏
で
あ
る
。
な
ぜ
、
こ
の
両
氏
が
重
要
な
の
か
と
い
う
と
、『
太
平
記
』
が
描

く
南
北
朝
内
乱
の
中
で
と
て
も
重
要
な
役
割
を
担
わ
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
新
田
義
貞
と
脇
屋

義
助
の
命
運
を
分
け
る
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
は
必
ず
姿
を
現
し
、
新
田
氏
軍
団
の
行
く
末

を
左
右
す
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

鎌
倉
攻
め
以
降
の
『
太
平
記
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
延
元
元
（
一
三
三
六
）
年
三
月
の
中
国

地
方
平
定
作
戦
で
は
、
瘧
病
の
た
め
、
あ
る
い
は
後
醍
醐
天
皇
か
ら
賜
っ
た
勾
当
内
侍
（
世
尊

寺
経
尹
の
女
）
と
の
愛
に
溺
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
出
陣
を
延
引
し
た
と
さ
れ
る
新
田
義
貞
に

代
わ
り
、
大
館
氏
明
と
江
田
行
義
の
両
人
が
大
将
と
し
て
足
利
氏
一
派
追
討
の
た
め
に
出
陣
し

た
。
こ
の
時
の
出
陣
の
遅
れ
が
、
足
利
尊
氏
・
直
義
兄
弟
に
再
起
（
九
州
か
ら
の
上
洛
）
を
許

す
時
間
を
与
え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
同
年
五
月
の
湊
川
の
戦
い
に
お
け
る
楠

木
正
成
・
正
季
兄
弟
の
戦
死
と
い
う
後
の
戦
局
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
さ
ら
に
同
年
一
〇
月
一

〇
日
、
後
醍
醐
天
皇
の
比
叡
山
下
山
の
際
に
は
、
大
館
氏
明
と
江
田
行
義
は
揃
っ
て
、
義
貞
・

脇
屋
義
助
兄
弟
と
袂
を
分
か
ち
、
後
醍
醐
天
皇
と
と
も
に
帰
京
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
新
田
軍

は
雪
深
い
越
前
国
に
お
け
る
足
利
方
（
斯
波
高
経
）
と
の
戦
い
で
劣
勢
を
強
い
ら
れ
、
こ
れ
ま

で
一
緒
に
戦
っ
て
き
た
大
館
氏
明
・
江
田
行
義
と
い
う
歴
戦
の
つ
わ
も
の
を
欠
く
こ
と
か
ら
、

そ
の
気
勢
も
一
気
に
低
下
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
義
貞
は
杣
山
城
周
辺
を
抑
え
る

瓜
生
氏
一
族
や
越
前
一
之
宮
気
比
大
社
の
気
比
氏
へ
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
苦
し
い
状
況
に
陥

り
、
越
前
国
平
定
の
拠
点
金
ヶ
崎
城
と
義
貞
の
後
継
者
と
目
さ
れ
て
い
た
嫡
男
の
新
田
義
顕
を

失
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
た二

。
そ
し
て
、
後
醍
醐
天
皇
方
総
大
将
と
し
て
の
面
目
を
保
つ
唯
一
の

錦
の
御
旗
と
し
て
、
有
効
に
機
能
さ
せ
る
は
ず
だ
っ
た
恒
良
親
王
や
尊
良
親
王
ま
で
失
う
最
悪

の
事
態
を
招
い
て
し
ま
っ
た
。

『
太
平
記
』
に
お
け
る
大
館
氏
と
江
田
氏
の
考
察
│
鎌
倉
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め
極
楽
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坂
切
通
の
記
述
を
中
心
に
│
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従
来
の
歴
史
学
の
分
野
で
は
、
新
田
義
貞
個
人
の
軍
事
的
能
力
や
政
治
的
立
場
、
南
朝
方
で

の
役
割
や
意
義
に
関
す
る
研
究
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、『
太
平
記
』に
お
け
る
新
田
氏
研
究
で
は
、

他
の
武
将
（
足
利
尊
氏
な
ど
）
と
の
比
較
を
通
じ
た
義
貞
の
人
物
像
の
考
察
が
中
心
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、『
太
平
記
』
に
お
け
る
新
田
義
貞
を
メ
イ
ン
に
扱
う
従
来
の
研
究
で
は
、
新
田
氏
一

族
全
体
を
面
的
に
考
察
す
る
こ
と
は
試
み
ら
れ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
、
私
は
元
弘
三
（
一
三
三
三
）
年
五
月
の
鎌
倉
攻
め
の
重
要
な
局
面
で
あ
る
極
楽
寺

坂
切
通
に
お
け
る
大
館
氏
・
江
田
氏
の
両
大
将
と
い
う
関
係
を
、『
太
平
記
』
と
当
時
の
史
料

を
対
比
さ
せ
る
手
法
を
導
入
し
て
、
考
察
を
行
っ
た
。『
太
平
記
』
に
よ
れ
ば
、
大
館
氏
明
と

江
田
行
義
は
緊
密
な
連
携
関
係
を
持
つ
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。『
太
平
記
』
に
記
さ
れ

る
よ
う
な
大
館
・
江
田
両
氏
の
関
係
は
実
際
に
あ
っ
た
の
か
、
史
料
と
の
比
較
・
検
討
を
通
じ

て
そ
の
記
述
を
検
討
し
た
い
。

一
．
大
館
氏
明
と
江
田
行
義
に
つ
い
て

　

最
初
に
大
館
氏
明
と
江
田
行
義
の
動
向
を
述
べ
た
い
。

　

大
館
氏
は
新
田
氏
本
宗
系
統
の
有
力
者
で
あ
り
、
大
館
氏
明
の
父
大
館
宗
氏
は
元
亨
年
中
に

岩
松
政
経
（
岩
松
経
家
の
父
）
と
「
一
井
郷
沼
水
」（
現
在
の
国
指
定
史
跡
重
殿
水
源
）
の
用

水
権
を
巡
っ
て
争
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た三

。
大
館
氏
明
（
？
〜
一
三
四
二
）
は
、
上
野
国
新
田
荘

大
館
を
名
字
の
地
と
す
る
新
田
氏
一
族
で
あ
る
。『
太
平
記
』
に
よ
れ
ば
、
大
館
氏
明
の
活
動

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
元
弘
三
（
一
三
三
三
）
年
五
月
の
鎌
倉
攻
め
で
は
、
父
宗
氏
が
稲
村

ヶ
崎
辺
り
で
戦
死
し
た
後
に
采
配
を
引
き
継
い
で
戦
っ
て
い
る
。箱
根
竹
之
下
で
の
敗
戦
後
は
、

京
都
を
め
ぐ
る
攻
防
戦
に
お
い
て
細
川
定
禅
の
立
て
籠
も
る
三
井
寺
を
奇
襲
す
る
作
戦
を
献
策

し
、
新
田
軍
の
勝
利
に
貢
献
し
た
。
大
館
氏
明
は
、
九
州
へ
逃
れ
た
足
利
尊
氏
・
直
義
兄
弟
を

討
つ
た
め
に
病
気
の
新
田
義
貞
に
代
わ
り
、
江
田
行
義
と
と
も
に
中
国
地
方
平
定
の
た
め
に
出

陣
し
た
。
播
磨
国
室
山
で
は
赤
松
則
村
（
円
心
）
を
撃
破
し
て
気
勢
を
上
げ
た
。
と
こ
ろ
が
、

大
一
番
の
湊
川
の
戦
い
で
再
挙
し
た
足
利
軍
の
前
に
敗
れ
た
。
延
元
元
（
一
三
三
六
）
年
一
〇

月
の
比
叡
山
下
山
後
は
、
伊
予
国
の
守
護
と
し
て
土
居
・
得
能
氏
と
四
国
平
定
を
目
指
し
た
が
、

伊
予
に
下
向
し
た
脇
屋
義
助
の
病
没
後
に
劣
勢
と
な
り
、
世
田
城
を
細
川
勢
に
攻
め
ら
れ
自
害

し
た四

。

　

一
方
の
江
田
氏
は
新
田
荘
内
世
良
田
に
あ
る
東
関
最
初
禅
窟
と
し
て
知
ら
れ
る
長
楽
寺（
顕
・

密
・
禅
三
學
研
修
之
寺
）
を
建
立
し
た
世
良
田
氏
か
ら
分
派
し
た
系
統
で
あ
る
。
南
北
朝
内
乱

時
に
は
、世
良
田
氏
惣
領
家
は
足
利
方
に
味
方
し
て
い
る
。
江
田
行
義（
？
〜
一
三
五
三
？
）は
、

新
田
氏
一
族
世
良
田
氏
系
統
の
武
将
で
あ
る
。『
太
平
記
』
に
よ
れ
ば
、
元
弘
三
（
一
三
三
三
）

年
五
月
の
鎌
倉
攻
め
で
は
大
館
宗
氏
・
幸
氏
・
氏
明
・
氏
兼
と
一
緒
に
極
楽
寺
坂
切
通
の
大
将

と
し
て
活
躍
し
た
と
さ
れ
る
。
足
利
尊
氏
が
九
州
に
落
ち
た
後
は
、
そ
の
討
伐
の
た
め
に
大
館

氏
明
と
と
も
に
中
国
地
方
へ
出
陣
し
た
。
延
元
元
（
一
三
三
六
）
年
一
〇
月
の
比
叡
山
下
山
後
、

丹
波
国
で
奮
戦
し
た
が
、
そ
の
後
の
消
息
は
不
明
と
な
っ
て
い
る五

。

　

こ
の
よ
う
に
大
館
氏
明
と
江
田
行
義
は
、
後
醍
醐
天
皇
の
比
叡
山
下
山
の
際
に
義
貞
の
采
配

か
ら
離
れ
る
決
断
を
下
し
た
が
、
そ
の
後
も
引
き
続
き
南
朝
方
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
点
で
共

通
し
て
い
る
。

　

次
に
本
論
で
扱
う
鎌
倉
攻
め
に
お
け
る
新
田
軍
と
幕
府
（
北
条
）
軍
の
軍
団
編
成
を
見
て
い

き
た
い
。

　
『
太
平
記
』
巻
十
に
よ
れ
ば
、
新
田
義
貞
と
脇
屋
義
助
兄
弟
の
新
田
氏
本
軍
が
化
粧
坂
切
通

に
向
か
っ
て
、
金
沢
貞
将
と
対
戦
し
て
い
る
。
小
袋
坂
切
通
に
は
、
新
田
氏
本
宗
系
統
の
堀
口

貞
満
と
後
に
足
利
方
に
転
じ
る
大
嶋
讃
岐
守
義
政
が
両
大
将
と
し
て
遣
わ
さ
れ
、
洲
崎
で
執
権

赤
橋
守
時
と
激
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
そ
し
て
、
大
館
宗
氏
と
幸
氏
・
氏
明
・
氏
兼
の
親
子
は
江

田
行
義
と
一
緒
に
難
所
の
極
楽
寺
坂
切
通
へ
進
軍
し
、
大
仏
貞
直
と
一
進
一
退
の
攻
防
戦
と
な

っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
『
太
平
記
』
で
は
、
元
弘
三
（
一
三
三
三
）
年
五
月
の
生
品
明
神
で
の
鎌
倉
幕

府
打
倒
の
挙
兵
以
後
、
大
館
氏
明
と
江
田
行
義
は
鎌
倉
攻
め
だ
け
で
は
な
く
、
重
要
な
局
面
で
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義
貞
と
脇
屋
義
助
兄
弟
を
支
え
、
ま
さ
に
新
田
軍
の
中
核
を
担
っ
て
き
た
重
要
な
人
物
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

二
．『
太
平
記
』
に
お
け
る
鎌
倉
攻
め
極
楽
寺
坂
切
通
で
の
大
館
氏
と
江
田
氏

　

そ
れ
で
は
、『
太
平
記
』
の
記
述
に
お
い
て
、
極
楽
寺
坂
切
通
の
戦
闘
場
面
が
ど
の
よ
う
に

描
か
れ
て
い
る
の
か
、
実
際
に
見
て
ゆ
き
た
い
。『
太
平
記
』
に
は
様
々
な
伝
本
が
現
存
し
て

い
る
が
、
比
較
的
古
態
本
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
西
源
院
本
か
ら
該
当
部
分
を
引
用
す
る
。

　

西
源
院
本
『
太
平
記
』
巻
十
「
鎌
倉
中
合
戦
事
同
相
模
入
道
自
害
事六

」

去
程
ニ
源
氏
八
十
萬
騎
ヲ
三
手
ニ
分
テ
、
各
二
人
ノ
大
将
ヲ
サ
シ
ソ
ヘ
テ
、
三
軍
ノ
師
ヲ

司
ト
ラ
シ
ム
、
其
一
方
ニ
ハ
大
舘
次
郎
宗
氏
左
将
軍
ト
シ
、
江
田
三
郎
行
義
ヲ
右
将
軍
ト

シ
テ
、
其
勢
都
合
十
萬
余
餘
騎
極
樂
寺
坂
ノ
切
通
ヘ
向
ラ
ル
、
一
方
ヘ
ハ
堀
口
美
濃
守
貞

満
并
ニ
大
嶋
讃
岐
守
ヲ
大
将
ト
シ
テ
、
七
萬
餘
騎
小
袋
坂
ヘ
向
ハ
ル
、
一
方
ヘ
ハ
新
田
小

太
郎
義
貞
舎
弟
脇
屋
次
郎
義
助
ヲ
大
将
軍
ト
シ
テ
大
井
田
、
山
名
、
桃
井
、
岩
松
、
里
見
、

額
田
、
一
井
、
羽
河
以
下
ノ
一
族
前
後
左
右
ニ
圍
マ
セ
、
其
勢
六
十
萬
騎
ニ
テ
気
和
井
坂

ヨ
リ
ソ
向
ハ
レ
ケ
ル
、

〈
中
略
〉

源
氏
三
方
ヨ
リ
寄
ケ
レ
ハ
、
平
家
モ
勢
三
手
ニ
ソ
分
ラ
レ
ケ
ル
、
其
一
方
ヘ
ハ
金
澤
越
後

守
有
時
ヲ
大
将
軍
ト
シ
テ
、
安
房
上
総
下
野
ノ
勢
ヲ
三
萬
餘
騎
相
添
テ
、
気
和
井
坂
ヲ
防

カ
ル
、
一
方
ハ
大
佛
陸
奥
守
貞
直
ヲ
大
将
軍
ト
シ
テ
、
甲
斐
信
濃
伊
豆
駿
河
ノ
勢
五
萬
餘

騎
ニ
テ
、
極
樂
寺
ノ
切
通
ヲ
防
カ
ル
、
一
方
ヘ
ハ
赤
橋
相
模
守
大
将
ト
シ
テ
、
武
蔵
相
模

出
羽
奥
州
勢
六
萬
餘
騎
ヲ
以
テ
、
洲
崎
ノ
敵
ヲ
防
カ
ル
、
此
外
末
々
ノ
平
氏
ノ
一
族
八
十

餘
人
、
國
々
ノ
兵
十
萬
餘
騎
ヲ
ハ
、
時
ニ
取
テ
弱
ハ
カ
ラ
ン
方
ヘ
向
ヘ
シ
ト
テ
、
鎌
倉
中

ニ
残
置
タ
ル
、

　

冒
頭
の
部
分
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
大
館
宗
氏
と
江
田
行
義
は
極
楽
寺
坂
方
面
へ
向
か
う
両

大
将
（
大
館
宗
氏
左
将
軍
・
江
田
行
義
右
将
軍
）
と
し
て
姿
を
現
し
て
い
る
。『
太
平
記
』
の

み
の
記
述
か
ら
は
以
下
の
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
新
田
義
貞
が
自
ら
に
近
い
本
宗
系
統
の
大
館

宗
氏
と
世
良
田
氏
系
統
の
江
田
行
義
を
両
大
将
に
し
た
。
作
者
は
大
館
・
江
田
両
氏
を
と
も
に

義
貞
か
ら
信
頼
の
あ
る
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
大
館
宗
氏
と
江

田
行
義
を
一
軍
の
両
大
将
と
し
て
併
記
す
る
こ
と
か
ら
作
者
は
、
大
館
氏
と
江
田
氏
の
関
係
が

良
好
だ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
従
来
の
歴
史
学
研
究
で
も
、
こ
の
『
太
平

記
』
の
記
述
に
従
い
、
大
館
氏
と
江
田
氏
が
連
合
し
て
極
楽
寺
坂
切
通
突
破
へ
向
か
っ
た
と
す

る
の
が
通
説
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、『
太
平
記
』
は
文
学
作
品
で
あ
り
、
一
次
史
料
の
古

文
書
を
裏
づ
け
る
信
憑
性
の
高
い
記
事
も
あ
る
が
、
脚
色
の
多
い
部
分
の
あ
る
こ
と
も
否
定
で

き
な
い
。

　

大
館
氏
と
江
田
氏
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
は
、
元
弘
三
年
五
月
八
日
の
生
品
明
神
挙
兵
時

の
天
正
本
『
太
平
記
』
の
記
述
が
示
唆
的
で
あ
る
。
以
下
に
そ
の
記
述
を
引
用
す
る
。
こ
の
天

正
本
『
太
平
記
』
は
、
諸
伝
本
の
中
で
最
も
歴
史
的
事
実
を
詳
述
し
た
本
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る七

。
な
お
、
こ
の
新
田
氏
一
族
の
生
品
明
神
挙
兵
の
部
分
は
、
神
田
本
も
天
正
本
の
記

述
を
切
り
継
ぎ
し
て
い
る
。

　

こ
の
生
品
明
神
は
、
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
「
上
野
國
神
名
帳
」
の
中
に
「
従
三
位　

生
階

明
神
」
と
記
述
さ
れ
、
新
田
荘
内
で
長
楽
寺
と
と
も
に
氏
族
の
崇
敬
を
集
め
て
い
た八

。

　

天
正
本
『
太
平
記
』
巻
十
「
新
田
殿
擧
義
兵
事九

」

同
五
月
八
日
卯
尅
ニ
生
品
明
神
ノ
御
前
ニ
テ
旗
ヲ
擧
テ
綸
旨
ヲ
披
テ
三
度
是
ヲ
拝
シ
笠
懸

野
ヘ
打
出
ラ
ル
、
相
随
人
々
ニ
ハ
氏
族
ニ
大
舘
二
郎
宗
氏
、
子
息
孫
二
郎
幸
氏
、
二
男
彌

二
郎
氏
明
、
三
男
彦
二
郎
氏
兼
、
堀
口
三
郎
貞
満
、
舎
弟
四
郎
行
義
、
岩
松
三
郎
經
家
、

里
見
五
郎
義
胤
、
脇
屋
二
郎
義
助
、
江
田
三
郎
光
義
、
桃
井
二
郎
尚
義
是
等
ヲ
宗
徒
ノ
兵

ト
シ
、
百
五
十
騎
ニ
ハ
過
サ
リ
ケ
リ
、
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こ
の
生
品
明
神
挙
兵
の
記
述
で
は
、
義
貞
に
従
う
氏
族
と
し
て
真
っ
先
に
大
館
氏
親
子
の
名

前
が
あ
が
っ
て
い
る
。
江
田
行
義
は
、「
光
義
」と
誤
記
さ
れ
て
最
後
の
方
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
興
味
深
い
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
れ
は
、
多
く
の
一
族
は
各
系
統
を
代
表
す
る
人
物
を
一

人
ず
つ
し
か
あ
げ
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
大
館
氏
は
宗
氏
と
子
の
幸
氏
・
氏
明
・
氏
兼
の
四

人
の
名
を
あ
げ
て
お
り
、
堀
口
氏
も
兄
弟
二
人
の
名
前
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
大
館
氏

と
堀
口
氏
は
新
田
氏
本
宗
家
か
ら
分
か
れ
た
系
統
で
あ
り
、
比
較
的
義
貞
に
近
い
血
筋
の
家
柄

で
あ
る
た
め
、
他
氏
の
よ
う
に
一
人
（
各
系
統
の
代
表
者
の
み
）
で
は
な
く
、
親
子
（
大
館
氏
）

や
兄
弟
（
堀
口
氏
）
の
名
を
含
め
て
交
名
の
最
初
の
方
に
名
前
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

本
宗
系
統
の
す
ぐ
後
に
は
実
力
者
の
岩
松
経
家
（
足
利
氏
と
新
田
氏
の
血
統
を
受
け
継
ぐ
）
が

来
て
、
そ
の
後
に
名
の
あ
が
る
里
見
氏
も
新
田
義
重
（
上
野
国
新
田
荘
の
開
発
者
・
新
田
氏
の

祖
）
の
子
ど
も
の
代
か
ら
興
っ
た
系
統
で
、
一
族
内
の
有
力
者
で
あ
る
。
脇
屋
義
助
は
義
貞
実

弟
で
あ
る
が
、
脇
屋
氏
の
系
統
は
義
助
か
ら
始
ま
る
の
で
新
興
の
家
柄
と
な
る
。
最
後
に
名
前

の
あ
る
桃
井
氏
は
、
新
田
氏
一
族
と
い
う
よ
り
も
足
利
氏
寄
り
の
人
物
で
あ
り
、
義
貞
か
ら
見

る
と
外
様
の
観
が
強
い
。

　

こ
の
よ
う
に
氏
族
の
並
び
順
を
見
て
行
く
と
、
江
田
氏
の
位
置
づ
け
は
新
田
氏
一
族
の
中
で

必
ず
し
も
高
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
正
本
『
太
平
記
』
を
読
む
限
り
は
、

作
者
が
義
貞
に
血
統
的
に
近
い
本
宗
系
統
の
大
館
・
堀
口
の
両
氏
を
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
歴
史
的
事
実
を
詳
述
す
る
と
い
う
天
正
本
の
特
徴
を
踏
ま
え
て
も
、
こ
の
記
事
は
新

田
氏
一
族
の
力
関
係
を
考
え
る
一
つ
の
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

天
正
本
『
太
平
記
』
は
、
大
館
氏
（
本
宗
系
統
）
と
江
田
氏
（
世
良
田
氏
系
統
）
の
家
格
の

差
を
理
解
し
て
い
た
よ
う
だ
。
他
の
伝
本
に
そ
の
よ
う
な
認
識
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

と
い
う
の
も
、
先
ほ
ど
引
用
し
た
西
源
院
本
の
鎌
倉
攻
め
の
三
軍
団
の
編
成
に
関
す
る
記
事
で

は
、
大
館
宗
氏
と
江
田
行
義
が
左
将
軍
・
右
将
軍
と
し
て
並
び
立
つ
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い

た
。
つ
ま
り
、
両
者
を
ほ
ぼ
同
格
の
人
物
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
は

事
実
か
ら
の
乖
離
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

三
．
史
料
か
ら
考
え
る
極
楽
寺
坂
切
通
の
大
館
氏
と
江
田
氏
の
連
携

　

こ
の
よ
う
な
『
太
平
記
』
の
記
述
を
踏
ま
え
て
、
史
料
上
で
は
極
楽
寺
坂
切
通
で
の
大
館
氏

と
江
田
氏
は
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
現
れ
る
の
か
見
て
い
き
た
い
。

大
塚
員
成
軍
忠
状
写
（
東
京
都
大
塚
文
書一
〇

）

　
　

欲
早
賜
御
一
見
状
、
且
備
末
代
亀
鏡
、
且
欲
恩
賞
、
施
被
□
面
目
、
員
成
参
御
方
、

　
　

致
軍
忠
間
事
、

右
、
今
年
元
弘
三
年
五
月
十
八
日
、
奉
付
新
田
大
舘
殿
（
宗
氏
）
御
手
、
於
稲
村
崎
打
破

車
逆
茂
木
、
致
合
戦
畢
、
同
廿
一
日
、
付
新
田
大
舘
孫
二
郎
（
幸
氏
）
殿
御
手
、
於
濱
鳥

居
脇
懸
入
、
大
勢
中
責
戦
之
刻
、
員
成
舎
弟
三
郎
成
光
令
討
死
畢
、
同
廿
二
日
、
押
寄
葛

西
谷
致
合
戦
、
若
党
中
野
新
三
郎
家
宗
令
討
死
畢
、
此
條
相
模
國
御
家
人
大
多
和
太
郎
遠

明
、
同
國
御
家
人
海
老
名
河
藤
四
郎
頼
親
令
見
知
畢
、
然
早
給
御
一
見
状
、
且
備
後
證
、

且
欲
恩
賞
、
為
施
面
目
、
仍
言
上
如
件
、

　
　

元
弘
三
年
六
月　

日

　
　
　
「
一
見
状
給
了
」

「
此
正
文
ハ
、
恩
賞
奉
行
土
佐
守
兼
光
許
ヘ
、
大
将
軍
幸
氏
副
注
進
上
了
、
取
置
奉
行
人

久
穂
、
橋
中
請
取
了
、
仍
孫
四
郎
様
ニ
申
置
了
、」

　

こ
の
史
料
は
、
常
陸
国
の
大
塚
員
成
が
新
田
軍
に
加
勢
し
、
大
館
氏
の
指
揮
下
で
稲
村
ヶ
崎

周
辺
や
浜
鳥
居
で
幕
府
軍
勢
と
対
戦
し
、
弟
の
三
郎
成
光
が
討
死
し
た
の
で
戦
功
を
認
め
て
ほ

し
い
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
大
塚
氏
は
初
め
大
館
宗
氏
に
従
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
に

宗
氏
の
子
大
館
幸
氏
の
指
揮
下
で
奮
闘
し
て
い
る
。「
新
田
大
舘
殿
」（
大
館
宗
氏
）
の
名
が
、

鎌
倉
攻
略
戦
の
初
日
で
あ
る
五
月
一
八
日
に
見
え
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
三
日
後
の
二
一
日
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に
は
采
配
を
振
る
う
の
が
子
息
の
「
新
田
大
舘
孫
二
郎
殿
」（
大
館
幸
氏
）
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、『
太
平
記
』
に
お
け
る
大
館
宗
氏
討
死
の
記
事
（
幕
府
方
の
本
間
氏
に
討
ち
と
ら
れ
る
）

と
一
致
し
、
宗
氏
の
討
死
を
裏
づ
け
る
史
料
で
あ
る
。

　

大
塚
員
成
申
状
案
断
簡一
一

常
陸
国
大
塚
五
郎
次
郎
員
成
謹
言
上

　

欲
早
鎌
倉
二
階
堂
御
所
後
山
上
陳
屋
勤
仕
分
明
上
者
、
任
一
見
状
、
預
恩
賞
、
弥
抽
奉

　

公
忠
勤
子
細
事
、

副
進

　

一
通　

一
見
状
案

右
、
去
年
元
弘
三
年
五
月
、
鎌
倉
合
戦
之
時
、
若
御
料
御
座
之
由
承
及
、
馳
参
于
御
方
、

新
田
中
務
大
輔
（
大
舘
）
幸
氏
于
時
孫
二
郎
為
大
将
軍
致
軍
忠
之
間
、
注
進
分
明
也
、
就

中
自
六
月
一
日
至
于
今
、
二
階
堂
御
所
山
上
陳
屋
勤
仕
不
退
転
之
条
、
紀
五
左
衛
門
尉
明

白
也
、
将
又
今
年
建
武
元
三
月
鎌
倉

（
以
下
欠
）

　

こ
ち
ら
も
先
に
あ
げ
た
史
料
と
同
様
に
、
大
塚
員
成
が
大
館
幸
氏
の
指
揮
下
で
奮
戦
し
た
記

事
で
あ
る
。
父
宗
氏
の
戦
死
後
に
指
揮
系
統
が
子
息
へ
受
け
継
が
れ
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の

で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
大
塚
氏
が
鎌
倉
攻
略
後
の
新
田
・
足
利
両
氏
の
力
関
係
を
よ
く
観

察
し
て
、
足
利
千
寿
王
の
二
階
堂
陣
所
に
奉
公
し
て
、
恩
賞
に
あ
ず
か
ろ
う
と
考
え
て
い
る
こ

と
だ
。
大
塚
員
成
は
、
鎌
倉
攻
め
に
お
い
て
は
新
田
氏
の
大
館
幸
氏
の
下
で
戦
っ
た
が
、
あ
く

ま
で
も
そ
れ
は
足
利
千
寿
王
が
参
加
し
た
こ
と
を
知
っ
た
上
で
馳
せ
参
じ
た
の
だ
と
強
調
し
て

い
る
。
ま
さ
に
新
田
氏
と
足
利
氏
の
力
関
係
を
よ
く
見
た
上
で
の
判
断
と
考
え
ら
れ
る
。

　

石
川
義
光
軍
忠
状一
二

（
石
川
文
書
）

□
奥
国
石
川
七
郎
□
□
義
光
謹
言
上
、
□
可
給
御
挙
□
□
□
□
□
聞
間
事

右
、
去
五
月
十
七
日
元
弘
三
馳
参
相
模
国
世
野
原
、
同
十
八
日
稲
村
崎
致
散
々
合
戦
之
時
、

被
射
左
膝
畢
、
同
時
合
戦
之
間
、
藤
田
左
近
五
郎
・
同
又
四
郎
見
知
畢
、
同
廿
一
日
□
□

日
者
、
於
前
浜
致
忠
節
之
条
、
岡
部
又
四
郎
・
藤
田
十
郎
三
郎
又
以
見
知
畢
、
然
早
給
御

判
、
為
欲
恩
賞
、
恐
々
言
上
如
件
、

　
　

元
弘
三
年
十
月　

日

　
　
　
　
　
「
一
見
候
了
（
花
押
）（
大
舘
氏
明
）」

　

こ
の
軍
忠
状
に
は
、
石
川
義
光
が
負
傷
し
た
の
で
そ
れ
を
大
館
氏
明
（
大
館
宗
氏
の
子
）
に

認
定
し
て
も
ら
う
と
い
う
案
件
が
記
さ
れ
て
い
る
。
石
川
義
光
は
五
月
一
八
日
に
稲
村
ヶ
崎
で

戦
闘
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
時
に
左
膝
を
射
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
三
日
後
の
五
月
二
一
日

に
は
、
前
浜
で
戦
っ
た
と
あ
る
。
大
館
氏
明
が
花
押
を
据
え
て
い
る
。
氏
明
が
、
父
宗
氏
戦
死

後
に
こ
の
方
面
の
大
将
と
し
て
指
揮
を
と
っ
て
い
た
様
子
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

宗
氏
の
戦
死
後
に
指
揮
系
統
が
幸
氏
や
氏
明
に
引
き
継
が
れ
た
実
態
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

天
野
経
顕
軍
忠
状
写
（
広
島
県
天
野
文
書一
三

）

　
　

天
野
周
防
七
郎
左
衛
門
尉
経
顕
申
子
息
三
郎
経
政
関
東
合
戦
事

右
、
去
元
弘
三
年
五
月
十
八
日
、
経
顕
・
経
政
最
前
馳
参
于
片
瀬
原
（
河
脱
カ
）、
則
奉

属
于
此
御
手
、
懸
破
稲
村
崎
（
同
郡
）
之
陣
、
迄
于
稲
瀬
川
幷
前
浜
鳥
居
脇
、（
致
脱
カ
）

合
戦
忠
之
処
、
若
党
犬
居
左
衛
門
五
郎
茂
宗
・
小
河
彦
七
安
重
・
中
間
孫
五
郎
・
藤
次
男

等
令
討
死
訖
、
自
同
十
一
日
廿
一
日
迄
于
廿
二
日
之
葛
西
谷
之
合
戦
、
致
軍
忠
訖
、
此
等

之
次
第
御
見
知
之
上
、
同
時
合
戦
之
間
、
新
田
矢
島
次
郎
・
上
野
国
住
人
山
上
七
郎
五
郎

見
知
之
間
、
就
捧
請
文
御
注
進
上
者
、
為
後
証
欲
申
賜
御
証
判
矣
、
仍
言
上
如
件
、

　
　

元
弘
三
年
十
二
月　

日
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「
一
見
了
（
花
押
影
）（
大
舘
氏
明
）」

　

こ
ち
ら
の
史
料
も
大
館
氏
明
が
承
認
の
花
押
を
据
え
て
い
る
。
こ
の
天
野
氏
は
、
先
に
引
用

し
た
史
料
に
見
え
る
陸
奥
国
の
石
川
氏
と
同
様
に
、
稲
村
ヶ
崎
や
前
浜
で
戦
っ
て
い
た
こ
と
が

読
み
取
れ
る
。
天
野
氏
方
の
若
党
が
数
名
死
亡
し
た
と
そ
の
名
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
激
戦
が

展
開
さ
れ
た
模
様
で
あ
る
。
見
知
し
た
の
が
、
新
田
氏
一
族
の
矢
島
氏
や
上
野
国
の
在
地
武
士

山
上
氏
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
方
面
で
新
田
氏
一
族
以
外
の
上
野
国
武
士
の
存
在
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。

　

次
は
、
陸
奥
国
の
南
部
氏
史
料
で
あ
る
が
、
南
部
時
長
・
政
長
の
軍
忠
の
記
事
に
世
良
田
満

義
が
姿
を
現
す
。
こ
の
世
良
田
満
義
は
世
良
田
氏
嫡
流
で
あ
り
、
江
田
行
義
の
い
と
こ
に
あ
た

る
。

　

南
部
時
長
・
師
行
・
政
長
陳
状
案
（
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野
南
部
文
書一
四

）

　
　

目
安

　
　

甲
斐
国
南
部
郷
以
下
所
領
事

　
　
　

訴
人
南
部
三
郎
次
郎
今
者
刑
部
丞
武
行

　
　
　

論
人
南
部
五
郎
次
郎
時
長

　
　
　
　

同
又
二
郎
師
行
但
為
宮
（
義
良
親
王
）
供
奉
奥
州
下
向
、

　
　
　
　

同
六
郎
政
長

　
　
〈
中
略
〉

一　

時
長
・
政
長
等
於
御
方
抽
軍
忠
子
細
事

時
長
者
、
最
前
馳
参
御
方
、
於
関
東
致
合
戦
之
忠
、
親
類
中
村
三
郎
二
郎
常
光
、
五
月
廿

日
討
死
之
条
、
新
田
三
河
弥
次
郎
（
世
良
田
満
義
）
見
知
畢
、
同
廿
一
日
、
霊
山
大
将
軍

武
田
孫
五
郎
（
長
高
）
相
共
、
愚
息
行
長
懸
先
、
若
党
数
輩
被
疵
畢
、
同
廿
二
日
、
於
高

時
禅
門
館
、
生
捕
海
道
弥
三
郎
、
取
高
時
一
族
伊
具
土
佐
孫
七
頸
畢
、
将
又
七
月
十
二
日
、

押
寄
三
浦
山
口
、
三
浦
若
狭
判
官
（
時
明
）
相
共
、
令
退
治
悪
党
畢
、
次
政
長
自
奥
州
、

最
前
馳
参
御
方
、
自
五
月
十
五
日
至
同
廿
二
日
、
於
所
々
致
合
戦
、
若
党
守
家
討
死
畢
、

巨
細
披
載
注
進
歟
、
是
五
、
右
、
子
細
雖
多
、
被
召
決
之
刻
、
一
烈
御
下
文
承
伏
之
上
者
、

武
行
不
可
依
無
窮
姧
訴
、
仍
粗
目
安
如
件
、

　
　
　

元
弘
三
年
十
二
月　

日

　

こ
の
史
料
は
東
北
の
雄
、
南
部
氏
の
下
に
属
し
て
い
た
中
村
三
郎
二
郎
常
光
が
五
月
二
〇
日

に
戦
死
し
た
際
に
、
新
田
三
河
弥
次
郎
（
世
良
田
満
義
）
が
見
知
し
た
と
い
う
内
容
に
な
っ
て

い
る
。
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
世
良
田
氏
・
南
部
氏
の
活
躍
と
、
鎌
倉
攻
め
に
お
い
て
こ

の
方
面
が
激
戦
区
だ
っ
た
こ
と
を
知
る
一
つ
の
史
料
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
私
が
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
新
田
三
河
弥
次
郎
（
世
良
田
満
義
）
が
戦
っ
て
い

た
場
所
で
あ
る
。
こ
の
史
料
で
は
続
け
て
「
同
廿
一
日
、
霊
山
大
将
軍
武
田
孫
五
郎
（
長
高
）

相
共
、
愚
息
行
長
懸
先
、
若
党
数
輩
被
疵
畢
」
と
あ
る
。
霊
山
は
極
楽
寺
・
稲
村
ヶ
崎
一
帯
の

山
並
で
あ
り
、霊
山
山
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
そ
の
麓
に
当
た
る
部
分
が
霊
山
ヶ
崎
で
あ
る
。

元
は
極
楽
寺
の
境
内
で
あ
り
、
子
院
仏
法
寺
が
あ
っ
た
と
の
伝
承
も
残
さ
れ
て
い
る一
五

。
こ
の
霊

山
山
付
近
は
由
比
ヶ
浜
の
西
端
を
限
る
境
界
線
に
な
っ
て
い
る一
六

。
つ
ま
り
、
史
料
上
で
の
極
楽

寺
坂
切
通
周
辺
の
戦
闘
で
は
、
世
良
田
満
義
が
大
館
氏
と
一
緒
に
采
配
を
振
る
っ
て
い
た
こ
と

に
な
る
。

　

そ
こ
で
気
に
な
る
の
が
、
江
田
行
義
の
極
楽
寺
坂
切
通
周
辺
で
の
動
向
と
な
る
が
、
そ
れ
を

裏
づ
け
る
史
料
が
発
見
で
き
な
い
。
考
え
ら
れ
る
原
因
と
し
て
は
、『
太
平
記
』
の
い
う
大
館

氏
と
江
田
氏
の
両
大
将
と
し
て
の
設
定
が
実
際
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
か
、
史
料
の
散
逸
が
考

え
ら
れ
る
。
唯
一
発
見
で
き
た
の
は
、『
長
楽
寺
文
書
』
に
あ
る
江
田
行
義
の
長
楽
寺
へ
の
寄

進
状
で
あ
っ
た
。
こ
の
史
料
は
、
鎌
倉
攻
め
に
お
け
る
江
田
行
義
の
活
躍
に
か
か
わ
る
も
の
で

は
な
い
が
、
そ
の
動
向
を
考
え
る
た
め
に
引
用
す
る
。
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江
田
行
義
寄
進
状
（『
長
楽
寺
文
書一
七

』）

「
平
塚
之
文
書
□
（
端
裏
書
）」

奉
寄
進　

上
野
國
世
良
田
長
樂
寺

右
、
當
國
新
田
庄
平
塚
村
内
、
得
分
弐
拾
貫
文
地
、
所
奉
寄
進
也
、
仍
如
件
、

　
　

元
弘
三
年
七
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
（
江
田
）
行
義
（
花
押
）

　

史
料
の
日
付
は
鎌
倉
攻
め
終
結
二
ヶ
月
後
の
七
月
二
〇
日
に
な
っ
て
お
り
、
自
分
の
所
領
新

田
荘
の
平
塚
村
内
の
得
分
を
一
族
の
精
神
的
支
柱
で
あ
る
長
楽
寺
に
寄
進
す
る
と
い
う
内
容

だ
。
江
田
氏
が
、
長
楽
寺
を
建
立
し
た
世
良
田
氏
の
分
家
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
得
分
の

寄
進
を
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
一
連
の
史
料
を
考
察
し
て
総
合
的
に
い
え
る
こ
と
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
大

館
宗
氏
は
『
太
平
記
』
の
記
述
通
り
に
戦
死
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
、
諸
氏
の
軍
忠
状
に
お

い
て
大
館
宗
氏
が
最
初
に
姿
を
現
し
た
後
に
子
の
幸
氏
や
氏
明
と
入
れ
替
わ
っ
て
お
り
、
さ
ら

に
宗
氏
の
史
料
は
こ
れ
以
降
一
通
も
発
見
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
大
館
宗
氏
戦
死
後
は
、
幸

氏
と
氏
明
兄
弟
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、
宗
氏
の
采
配
を
引
き
受
け
て
合
戦
を
継
続

し
た
。

　

し
か
し
、『
太
平
記
』
の
中
で
大
館
氏
と
両
大
将
に
な
っ
て
い
る
右
将
軍
江
田
行
義
が
史
料

上
に
姿
を
見
せ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
名
は
鎌
倉
攻
略
二
ヶ
月
後
（
七
月
二
〇
日
）
の
長
楽
寺

寄
進
状
か
ら
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
、
霊
山
（
極
楽
寺
坂
切
通
）
方
面
で
は
、
世
良
田

満
義
が
指
揮
官
級
の
武
将
と
し
て
参
戦
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
実
は
世
良
田
氏
の
極

楽
寺
坂
方
面
で
の
参
戦
は
『
太
平
記
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　

西
源
院
本
『
太
平
記
』
巻
十
「
鎌
倉
中
合
戦
事
同
相
模
入
道
自
害
事一
八

」

安
東
左
衛
門
入
道
聖
秀
ト
申
ハ
、
新
田
太
郎
義
貞
之
北
方
ノ
為
ニ
ハ
伯
父
也
シ
カ
ハ
、
彼

女
房
義
貞
ノ
状
ニ
我
文
ヲ
書
副
テ
、
潜
ニ
聖
秀
ノ
方
ヘ
遣
シ
ケ
リ
、
聖
秀
始
三
千
余
騎
ニ

テ
稲
瀬
河
ヘ
向
タ
リ
ケ
ル
カ
、世
良
田
太
郎
稲
村
崎
ヨ
リ
後
ヘ
廻
ケ
ル
勢
ニ
取
籠
ラ
レ
テ
、

僅
百
余
騎
ニ
討
成
レ
テ
、
我
身
モ
薄
手
余
多
所
ニ
負
テ
、
己
カ
舘
ヘ
ソ
帰
ケ
ル
、

　　

世
良
田
太
郎
が
、
新
田
義
貞
の
妻
の
伯
父
安
東
聖
秀
を
稲
村
ヶ
崎
か
ら
回
り
込
ん
で
攻
撃
し

て
、
聖
秀
の
軍
勢
に
大
打
撃
を
与
え
て
い
る
。
世
良
田
太
郎
と
い
う
人
物
が
世
良
田
満
義
（
新

田
三
河
弥
三
郎
）
と
は
異
な
る
人
物
と
考
え
ら
れ
る
が
、
世
良
田
氏
の
極
楽
寺
坂
切
通
・
稲
村

ヶ
崎
ラ
イ
ン
で
の
活
躍
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
実
を
整
理
す
る
と
、
世
良
田
満
義
は
極
楽
寺
坂
切
通
周
辺
で
大
館
氏
と
一
緒
に

指
揮
官
級
の
武
将
と
し
て
鎌
倉
幕
府
軍
と
一
戦
を
交
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
史
料
上
の
制
約

が
あ
る
た
め
こ
れ
以
上
踏
み
込
め
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
大
館
宗
氏
と
江
田
行
義
の
両
大

将
と
い
う
『
太
平
記
』
の
設
定
は
、
作
者
の
独
自
の
記
述
の
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。

四
．
な
ぜ
、
江
田
行
義
で
は
な
く
世
良
田
満
義
が
史
料
に
見
え
る
の
か

　

先
に
見
た
よ
う
に
史
料
上
で
は
、
江
田
行
義
の
極
楽
寺
坂
切
通
で
の
活
躍
は
確
認
で
き
な
か

っ
た
。
江
田
氏
は
、
行
義
に
限
ら
ず
残
存
史
料
の
少
な
さ
か
ら
そ
の
実
態
が
謎
に
包
ま
れ
て
い

る
。
江
田
氏
の
ふ
る
郷
に
あ
た
る
新
田
荘
が
あ
っ
た
群
馬
県
太
田
市
に
は
江
田
氏
館
跡
が
残
さ

れ
、
国
指
定
史
跡
「
新
田
荘
遺
跡
」
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
江
田
氏
館
跡
は
、
新
田
荘
の
あ

っ
た
現
地
で
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、そ
れ
以
外
の
史
跡
や
史
料
は
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

霊
山
（
極
楽
寺
坂
切
通
周
辺
）
で
の
世
良
田
満
義
の
登
場
は
当
時
の
力
関
係
を
考
え
る
上
で
、

と
て
も
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

江
田
氏
は
世
良
田
氏
の
分
家
筋
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
初
期
か
ら
存
在
す
る
系
統
で
は
な
い
。

一
方
の
世
良
田
氏
は
、
新
田
氏
一
族
の
精
神
的
支
柱
で
あ
る
長
楽
寺
を
建
立
し
た
世
良
田
義
季

（
新
田
氏
開
祖
の
新
田
義
重
の
子
）
の
末
裔
で
あ
り
、
一
三
世
紀
中
頃
に
世
良
田
頼
氏
が
、
没

落
し
た
新
田
氏
本
宗
家
（
四
代
当
主
新
田
政
義
）
に
代
わ
っ
て
頻
繁
に
幕
府
へ
出
仕
し
て
い
る
。
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世
良
田
長
楽
寺
門
前
は
定
期
的
に
市
が
開
催
さ
れ
、
物
流
・
交
通
、
銭
貨
、
人
（
僧
侶
や
商
人

等
）
の
集
ま
る
要
衝
で
も
あ
っ
た一
九

。
さ
ら
に
利
根
川
や
上
野
国
府
と
新
田
荘
を
つ
な
ぐ
東
山
道

も
近
く
、
水
陸
両
用
の
一
大
拠
点
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
史
料
に
現
れ
た
世
良
田
満
義
（
世
良
田
氏
惣
領
家
）
は
、
峰
岸
純
夫
が
「
無
量
寿
寺
文

書
」
を
使
っ
て
す
で
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
元
弘
三
年
五
月
一
二
日
（
生
品
明
神
で
の
挙
兵
四

日
後
）
に
足
利
千
寿
王
（
後
の
室
町
幕
府
二
代
将
軍
足
利
義
詮
）
を
擁
し
て
、
上
野
国
世
良
田

で
の
第
二
次
蜂
起
を
決
行
し
た
中
心
人
物
で
当
初
か
ら
足
利
与
党
で
あ
っ
た二
〇

。
こ
の
よ
う
に
足

利
尊
氏
の
跡
取
り
息
子
を
託
さ
れ
て
挙
兵
す
る
ほ
ど
の
実
力
者
な
の
で
あ
っ
た
。

　

山
本
隆
志
は
、『
太
平
記
』
巻
十
の
新
田
義
貞
生
品
明
神
で
の
挙
兵
場
面
に
つ
い
て
の
考
察

に
お
い
て
、
こ
の
と
き
新
田
氏
一
族
全
員
が
挙
っ
て
立
ち
上
が
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
世
良
田

満
義
が
義
貞
軍
の
出
撃
後
も
世
良
田
に
常
駐
し
、
足
利
千
寿
王
を
も
り
た
て
て
い
た
と
の
見
解

を
述
べ
て
い
る二
一

。

　

史
料
か
ら
は
、
極
楽
寺
坂
切
通
の
攻
撃
は
大
館
氏
・
江
田
氏
と
の
連
携
に
よ
る
も
の
で
は
な

く
、
江
田
氏
の
本
家
筋
の
世
良
田
氏
と
新
田
氏
本
宗
系
の
実
力
者
大
館
氏
と
の
連
携
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
江
田
氏
は
『
太
平
記
』
の
い
う
右
将

軍
と
し
て
で
は
な
く
、
世
良
田
氏
の
一
枝
流
と
し
て
参
戦
し
て
い
た
程
度
か
も
し
れ
な
い
。
大

館
氏
と
世
良
田
氏
が
極
楽
寺
坂
切
通
で
共
同
戦
線
を
張
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
次
の
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
足
利
千
寿
王
の
参
陣
を
初
め
か
ら
支
え
た
世
良
田
満
義
の
周
辺
に
は
、
千

寿
王
を
慕
う
足
利
与
党
が
集
ま
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
勢
力
は
義
貞
や
脇
屋
義
助
兄
弟
と

し
て
も
無
視
で
き
な
い
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
義
貞
は
世
良
田
満
義
を
大
館
氏
と

並
ぶ
大
将
格
と
し
て
極
楽
寺
坂
切
通
へ
遣
わ
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　

し
か
し
、『
太
平
記
』
で
は
大
館
氏
と
江
田
氏
の
両
大
将
と
い
う
具
合
に
記
述
し
て
い
る
。

こ
こ
で
も
う
一
度
、鎌
倉
攻
め
の
陣
立
て
を
思
い
浮
か
べ
て
み
る
と
興
味
深
い
事
実
に
気
づ
く
。

小
袋
坂
切
通
へ
向
か
っ
た
大
嶋
讃
岐
守
義
政
が
後
に
足
利
方
（
北
朝
）
に
加
担
す
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
そ
れ
以
外
は
全
員
新
田
義
貞
方
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
大
館
氏
と
江
田
氏

は
後
に
義
貞
の
指
揮
下
か
ら
離
れ
る
も
の
の
、
南
朝
方
一
筋
を
貫
い
て
い
る
。

　
『
太
平
記
』
作
者
は
、
南
北
朝
内
乱
期
の
新
田
氏
と
足
利
氏
の
攻
防
戦
を
知
っ
た
上
で
こ
の

物
語
を
描
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鎌
倉
攻
め
以
降
戦
績
の
振
る
わ
な
い
義
貞
軍
団
に
と
っ
て
唯

一
の
会
心
の
一
戦
で
あ
っ
た
鎌
倉
攻
め
を
か
な
り
誇
張
し
て
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
義

貞
が
稲
村
ヶ
崎
に
軍
勢
を
集
め
て
、
自
ら
海
の
龍
神
に
祈
念
し
た
後
に
黄
金
の
太
刀
を
投
ず
る

と
突
如
海
水
が
引
く
と
い
っ
た
、
劇
的
な
ド
ラ
マ
の
よ
う
な
ワ
ン
シ
ー
ン
を
入
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
こ
の
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
幕
府
の
最
大
の
拠
点
で
あ
る

鎌
倉
を
攻
略
し
、
得
宗
北
条
高
時
を
敗
死
さ
せ
る
と
い
う
戦
果
を
義
貞
の
力
量
で
成
し
遂
げ
た

と
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
義
貞
を
後
醍
醐
天
皇
方
の
総
大
将
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
『
太
平

記
』
作
者
の
意
図
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
鎌
倉
攻
め
の
各
陣
立
て
の
大
将
が
堀
口
貞
満
や
大
館
宗
氏
親
子
、
江
田
行
義

と
し
て
設
定
さ
れ
た
と
推
測
で
き
る
。
殊
に
、
作
者
は
江
田
行
義
が
南
北
朝
内
乱
時
に
頭
角
を

現
し
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
極
楽
寺
坂
切
通
で
左
将
軍
の
大
館
氏
と
並
ぶ
右
将
軍

と
し
て
彼
の
名
を
あ
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
挙
兵
当
初
か
ら
足
利
与
党
だ
っ
た
世
良
田
満
義

の
名
を
あ
げ
て
し
ま
っ
て
は
、
極
楽
寺
坂
切
通
大
将
の
大
館
宗
氏
（
新
田
氏
本
宗
系
統
の
代
表

格
）
の
戦
死
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
事
実
も
あ
っ
た
た
め
に
、
足
利
与
党
に
終
始
助
け
て
も
ら
う

描
き
方
に
な
っ
て
し
ま
う
。
実
際
に
は
、
義
貞
の
挙
兵
を
助
け
た
岩
松
経
家
が
事
前
に
足
利
氏

と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
り
、
世
良
田
満
義
が
足
利
千
寿
王
を
擁
立
し
て
の
第
二
次
挙
兵
を

決
行
し
、
そ
の
結
果
、
義
貞
軍
の
軍
勢
が
雪
だ
る
ま
形
式
に
増
加
し
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
。

し
か
し
、『
太
平
記
』
作
者
は
義
貞
を
後
醍
醐
天
皇
方
の
総
大
将
と
し
て
描
く
た
め
に
、
義
貞

の
デ
ビ
ュ
ー
戦
と
な
っ
た
鎌
倉
攻
め
を
足
利
氏
一
門
の
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
実
現
で
き
た

と
い
う
構
図
で
描
く
こ
と
を
回
避
し
た
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。『
太
平
記
』
の
作
者
は

新
田
氏
と
足
利
氏
を
対
等
な
源
氏
の
棟
梁
と
し
て
描
く
姿
勢
を
持
つ
が
、
こ
れ
は
そ
う
し
た
作

者
に
よ
る
妥
当
な
判
断
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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終
わ
り
に

　

今
回
は
、
鎌
倉
攻
め
の
一
局
面
で
あ
る
極
楽
寺
坂
切
通
に
お
け
る
大
館
氏
と
江
田
氏
の
連
携

に
焦
点
を
当
て
て
考
察
し
た
。
本
論
で
述
べ
た
よ
う
に
江
田
氏
は
、『
太
平
記
』
の
中
で
は
重

要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
実
際
の
史
料
か
ら
極
楽
寺
坂
切
通
に
お
け
る
活

躍
の
様
子
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
大
館
氏
が
各
家
の
軍
忠
状
に
そ
の
名
前
が
残
さ
れ
て
い
る
の

と
は
対
照
的
で
あ
る
。
史
料
上
は
、
江
田
氏
よ
り
も
そ
の
本
家
筋
に
あ
た
る
世
良
田
氏
の
活
躍

し
か
確
認
で
き
な
い
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
極
楽
寺
坂
切
通
の
攻
防
戦
に
お
け
る
連
携
は
大
館
氏
と
江
田
氏
と
い
う
よ
り

も
、
大
館
氏
と
世
良
田
氏
と
の
間
で
行
わ
れ
た
の
が
実
態
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
で
き

る
。『
太
平
記
』
作
者
が
、
江
田
行
義
は
南
北
朝
内
乱
の
中
で
義
貞
軍
団
の
中
核
と
し
て
活
躍

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
彼
に
ま
だ
実
績
の
な
か
っ
た
鎌
倉
攻
め
段
階
を
描
く
に
あ
た
り
、
極
楽

寺
坂
切
通
の
右
将
軍
と
い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
割
り
当
て
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
こ
に
は

足
利
与
党
で
あ
っ
た
世
良
田
満
義
の
極
楽
寺
坂
切
通
周
辺
で
の
活
躍
を
隠
蔽
す
る
と
い
う
も
う

一
つ
の
意
図
も
存
在
し
て
い
た
。

　

世
良
田
氏
は
、
本
宗
家
四
代
惣
領
新
田
政
義
が
京
都
大
番
役
中
に
無
断
出
家
し
た
こ
と
と
預

か
っ
て
い
た
囚
人
に
逃
げ
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
大
失
態
に
よ
っ
て
没
落
し
た
際
に
、
新
田
氏

本
宗
家
を
代
表
し
て
幕
府
に
出
仕
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、『
吾
妻
鏡
』に
も
姿
を
見
せ
て
い
る
。

一
方
の
江
田
氏
は
史
料
も
少
な
く
、ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
き
た
の
か
不
明
の
点
が
多
く
、

行
義
に
し
て
も
後
醍
醐
天
皇
の
比
叡
山
下
山
後
の
動
向
は
『
太
平
記
』
以
外
で
追
う
こ
と
は
難

し
い
。

　

現
段
階
で
は
、
あ
く
ま
で
元
弘
三
（
一
三
三
三
）
年
五
月
の
鎌
倉
攻
め
に
限
定
し
た
論
で
あ

り
、
そ
の
後
の
南
北
朝
内
乱
時
に
お
け
る
重
要
な
転
機
と
な
っ
た
延
元
元
（
一
三
三
六
）
年
三

月
の
中
国
地
方
平
定
作
戦
に
お
け
る
大
館
氏
明
と
江
田
行
義
の
連
携
を
史
料
で
裏
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
、
引
き
続
き
史
料
の
蒐
集
お
よ
び
調
査
・
分
析
を
行
い
た
い
。

注│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

一　
『
太
田
市
史
』〈
通
史
編
中
世
〉（
一
九
九
七
年　

太
田
市
）
Ｐ
三
二
四
〜
三
二
六

二　

 

佐
藤
和
彦
『
南
北
朝
内
乱
』〈
日
本
の
歴
史
第
一
一
巻
〉（
一
九
七
四
年　

小
学
館
）
Ｐ
七

七
〜
七
九

三　

 『
新
田
町
誌
』〈
第
四
巻
特
集
編
新
田
荘
と
新
田
氏
〉（
一
九
八
四
年　

群
馬
県
新
田
郡
新

田
町
）
Ｐ
一
四
〇
〜
一
四
六

四　

 「
大
館
氏
明
」（『
国
史
大
辞
典
』〈
第
二
巻
〉
一
九
九
八
年　

吉
川
弘
文
館
）
Ｐ
六
二
九

五　

 「
江
田
行
義
」（『
群
馬
県
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
一
九
九
四
年　

角
川
書
店
）
Ｐ
二
一
五

六　

 

鷲
尾
順
敬
校
訂
『
太
平
記
西
源
院
本
』（
一
九
三
六
年　

刀
江
書
院
）
Ｐ
二
四
六
〜
二
四

七

七　

 

鈴
木
登
美
惠
「
天
正
本
太
平
記
の
考
察
」（『
中
世
文
学
』
一
二
号　

一
九
六
七
年　

中
世

文
学
会
）

　
　

 

長
坂
成
行
「
天
正
本
太
平
記
成
立
試
論
」（『
国
語
と
国
文
学
』
五
三
（
二
）　

一
九
七
六

年　

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
）

　
　

 

長
坂
成
行
「
天
正
本
太
平
記
の
性
格
」（『
奈
良
大
学
紀
要
』
一
二
号　

一
九
七
八
年　

奈

良
大
学
）

八　
 『

新
田
町
誌
』〈
第
四
巻
特
集
編
新
田
荘
と
新
田
氏
〉（
一
九
八
四
年　

群
馬
県
新
田
郡
新

田
町
）
Ｐ
二
〇
六

九　

 

天
正
本
『
太
平
記
』（
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
）
Ｅ
一
四
三
六

　
　

 

長
谷
川
端
校
訂
『
太
平
記
』〈
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
五
四
〉（
一
九
九
四
年　

小
学
館
）

Ｐ
四
八
二
〜
四
九
二

一
〇　

 『
群
馬
県
史
』〈
資
料
編
６
中
世
２
編
年
史
料
１
〉（
一
九
八
四
年　

群
馬
県
）
文
書
番
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号
五
六
二

一
一　

 『
太
田
市
史
』〈
史
料
編
中
世
〉（
一
九
八
六
年　

太
田
市
）
Ｐ
二
七
四

　
　
　

 『
群
馬
県
史
』〈
資
料
編
６
中
世
２
編
年
史
料
１
〉（
一
九
八
四
年　

群
馬
県
）
文
書
番

号
六
〇
一

一
二　

 『
太
田
市
史
』〈
史
料
編
中
世
〉（
一
九
八
六
年　

太
田
市
）
Ｐ
二
七
四

　
　
　

 　『
群
馬
県
史
』〈
資
料
編
６
中
世
２
編
年
史
料
１
〉（
一
九
八
四
年　

群
馬
県
）
文
書
番

号
五
七
二

一
三　

  『
群
馬
県
史
』〈
資
料
編
６
中
世
２
編
年
史
料
１
〉（
一
九
八
四
年　

群
馬
県
）
文
書
番

号
五
八
三

一
四　

  『
南
北
朝
遺
文
』〈
東
北
編
第
一
巻
〉（
二
〇
〇
八
年　

東
京
堂
出
版
）
文
書
番
号
〇
三

二

一
五　

  『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』〈
一
四
神
奈
川
県
〉（
一
九
八
四
年　

角
川
書
店
）
Ｐ
九
三

四
「
霊
山
ヶ
崎
」

一
六　

  『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』〈
第
一
四
巻
神
奈
川
県
の
地
名
〉（
一
九
八
四
年　

平
凡
社
）

Ｐ
二
七
七
「
霊
山
山
」

一
七　

  『
長
樂
寺
文
書
』（
一
九
九
七
年　

続
群
書
類
従
完
成
会
）
文
書
番
号
七
二

一
八　

  

鷲
尾
順
敬
校
訂
『
太
平
記
西
源
院
本
』（
一
九
三
六
年　

刀
江
書
院
）
Ｐ
二
五
六

一
九　

 

山
本
隆
志
「
鎌
倉
後
期
に
お
け
る
地
方
門
前
市
の
発
展
│
上
野
国
世
良
田
を
中
心
に
」

　
　
　
（『
歴
史
人
類
』
一
七
号　

一
九
八
九
年　

筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科　

　
　
　

歴
史
・
人
類
学
専
攻
）

二
〇　

  

峰
岸
純
夫
『
新
田
義
貞
』（
二
〇
〇
五
年　

吉
川
弘
文
館
）
Ｐ
五
一
〜
五
二

二
一　

  

山
本
隆
志
『
新
田
義
貞
』
│
関
東
を
落
と
す
こ
と
は
子
細
な
し
│
（
二
〇
〇
五
年　

株
式
会
社
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
Ｐ
一
一
四
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新田政義

大館家氏

堀口貞氏堀口貞義

大館氏明

大館幸氏

大館氏兼

大館義冬

堀口貞満

大館宗氏

細谷国氏

西谷重氏

新田基氏

今井惟氏

新田朝氏

新田義貞

脇屋義助

江田行義

下細谷知信

安養寺快義

世良田義季世良田頼氏世良田教氏世良田家時世良田満義

世良田義有 世良田有氏

安養寺貞氏

新田政氏

新
田
氏
一
族
（
本
宗
系
・
大
館
・
堀
口
・
世
良
田
・
江
田
）　
系
図

新
田
氏
開
祖
の
新
田
義
重
四
男

十
三
世
紀
中
頃
、
没
落
し
た
新
田
政
義
に
代
わ
り
幕
府
に
出
仕

新
田
氏
本
宗
家
四
代
当
主

新
田
氏
本
宗
家
八
代
当
主
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